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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



   
  １ JASの機能とビジネスにおける活用の方向 



ＪＡＳとは（Japanese Agricultural Standard） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

しろしょうゆ 

○ 食品・農林水産分野において農林水産大臣が定める国家規格 
○ 伝統的には、国内市場に出回る食品・農林水産品の品質や仕様を一定の範囲・水準に揃えるための基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

集成材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

有機農産物 
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接着性能：はく離率10%以下      
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：0.3～ 

           4.2mg/L 
曲がり・反り・ねじれ：1mm/m以下 
含 水 率 ：15%以下 
                 など 

・種まき又は植え付けの前２年以
上、禁止された農薬や化学肥料
を使用しない 
・ほ場に周辺から使用禁止資材が
飛来し、又は流入しないように必
要な措置を講じている 
・遺伝子組換え技術を使用しない 
                 など 

※色が薄く、色をつけずに料理に風
味をつけることが可能 

色度：46番以上 
     (独特の淡い琥珀色)      
無塩可溶性固形分(エキス分)： 
   特級‥16％以上 
   上級‥13％以上 
   標準‥10％以上   など 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



食品表示、建築基準などでは、ＪＡＳ規格適合
を求める規制も。 

社会におけるＪＡＳ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

公共調達 

○ 国内における影響力と信頼性は高く、社会経済システムにも浸透 
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規制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金融 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

補助金 

丸大豆しょうゆ 
しょうゆの「超特選」、「特選」
等の表示をする場合は、しょ
うゆのJAS製品であることが
前提（食品表示基準） 

新築又は改修にJAS認証の
県産材を使用すること（地域
県産材利用住宅補助金：Ｂ
県等) 

有機JAS認証を取得してい
る事業者に、設備資金及び
運転資金を低利融資   
(地方銀行Ａ) 

自衛隊非常食、学校給食、公共建築工事など
では、ＪＡＳ規格適合が調達基準に。 

JAS認証木材使用者に対する住宅建築補助 
 など 

JAS認証事業者に対する優遇金利の適用など 

JAS規格に適
合する食材の
購入を行うこと
（学校給食
用食材納入
規程） 

非常用糧食は
JAS規格に適
合すること(自衛
隊糧食通則) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国際規格・海外規格 

 林産物のJAS規格は、 
 国際規格であるISO規格に引用。 
 韓国、インドネシア等の国家規格に同内容が規定。 
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プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



ビジネスにおけるＪＡＳ 

○ サプライヤーの品質管理の基準に、バイヤーの調達の基準に活用されるほか、商談では、サプライヤーは説
明や証明の後ろ盾として、バイヤーは確かなものであることの判断材料として活用 

○ 特に海外取引では、JASの活用により、海外のバイヤーに馴染みのない日本の産品、技術、取組であって
も、客観的で説得力のある説明・証明、信頼の獲得が容易に 
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【海外取引におけるJAS規格・認証の活用例】 

タイの取引先に｢食用植物油脂のJAS規格｣の内
容を示しながら認証取得を説明し、品質の高さと
管理技術の確かさについて信頼を獲得（食品メー
カーＡ） 

海外取引において、原料に用いている醤油が「しょ
うゆのJAS規格」の認証品であることを説明し、蒲
焼のタレの品質の高さについて説明（食品メーカー
Ｂ） 

香港の高級食料品スーパーとの取引において、
｢生産情報公表JAS規格｣の認証を取得している
ことが契約の決め手に（農業者Ｃ） 

タイの日系法人が、日本品質をタイ国内向けにア
ピールするため、「ハム類・ベーコン類・ソーセージの
JAS規格」の認証を取得し、販売（食品メーカー
Ｄ) 

台湾、中国、韓国及び東南アジア諸国では、「しょ
うゆのJAS規格」が日本ブランドとして人気であるた
め、認証を取得し、輸出（食品メーカーＥ） 

台湾では、高品質である「りんごストレートピュア
ジュースのJAS規格」 の認証を取得した製品が高
評価。輸出量も大幅増（農協Ｆ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

商談の手段として活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

JASのブランド力を活用 
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○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



ビジネスにおける規格・認証の戦略的な制定・活用① 

6 

○ 規格・認証の活用は、事業者の競争力の強化にとって重要・有効なツール 
〇 他方、事業者の競争力を更に強化するためには、他者が定めた既存の規格（ルール）に合わせるだけで
なく、自ら新たな規格（ルール）を定め、自らに有利な競争環境を整備することが重要かつ有効 

乳等省令をベースとした「乳酸菌飲料」の国際規格の制定 

 海外では認知度が低く、生活必需品である他の乳製品と
異なり、高率の付加価値税が課される清涼飲料水に分類
される例も存在 

発酵乳 

発酵乳 

濃縮発酵乳 

フレーバード発酵乳 

乳酸菌飲料 

 他の乳製品と同様の軽減税率区分へ変更を促すには、各
国が食品分類決定の際に参照するコーデックス規格に、
「発酵乳」の一類型として位置付けることが効果的。 

 コーデックス規格化の結果、乳酸菌飲料の認知が確立。
イタリアなどでは食品分類の変更により、税率が低減。 



ビジネスにおける規格・認証の戦略的な制定・活用② 

規 

格 

 
 
 

 国際規格（IEC62552－３：2007） 
   
（試験条件） 
  扉開閉を行わない 
  水などの負荷は投入しない 
  周囲温度は１条件（25℃±1℃） など。     
                         
 

 
 
 

 国際規格（ＩＥＣ62552-３：2015）   
 
（試験条件） 
  扉開閉を行う 
  水などの負荷を投入する 
  周囲温度は2条件（32℃±0.5℃及び

16℃±0.5℃）   など                          
                        
   
 

日本提案
により改正  
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冷蔵庫カタログ 
日本製B  欧州製A  EU-A  

Catalogue 
JAPANーB  

Energy 
consumption 

Energy 
consumption 消費電力 消費電力 ＜ ＞ 

ECO !! 省エネ !! 

ＪＩＳをベースとした「省エネ性能」の評価方法の国際規格の制定 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　このため、これまでのＪＡＳ制度のあり方を見直し、我が国の強みのアピー
　ルにつながる多様なＪＡＳ規格の制定や、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際標
　準化への対応力強化を進める。

○　ＪＡＳ規格の対象範囲を、現行の産品の品質だけでなく、産品の生産行程、
　分析・評価方法、事業者の生産・流通管理の方式等にも拡大し、多様な規格を
　戦略的に制定・活用できるようにしていきたいと考えている。

○　また、訴求している内容が分かりやすくなるように、マークの見直しも行い
　たいと考えている。

○　こうした仕組みを戦略的に活用できる対応力を強化するため、人材育成など
　も進め、ＪＡＳ規格を足掛かりとした国際規格の制定などにつなげ、我が国の
　競争力強化に寄与していきたいと考えている。
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JASの 
海外での 
浸透・定着 

Codex規格 
※ コーデックス委員会（FAOと

WHOによって設立された政府
間組織） 

※ 全会一致により規格化 
※ 包括的な製品規格が中心 

ISO規格 
※ 国際標準化機構（各国の代
表的標準化機関からなる組織） 

※ 多数決により規格化 
※ 製品規格のほか、マネージメント
システム規格、試験分析規格な
ど多様 

JAS規格 

○ JASについても、競争力の更なる強化に向け、事業者や団体、産地や地域が自ら規格を定め、国内外との
ビジネスにおいて活用。当該JAS規格・認証の国際化を併せて進め、我が国に有利な競争環境を整備 

○ 国際化を見据えて、ＪＡＳ規格・認証を戦略的に制定・活用することが重要。 

GFSI 
承認規格 

※世界食品安全イニシアティブ： 
 国際展開する食品企業からなる民
間組織 
～国際的な大手小売との取引では取

得が条件化～ 

JFS ASIA 
GAP 

FSSC 
22000 

GLOBAL 
G.A.P. 

グローバルなＪＡＳの展開 

国際的に通用するものを
積極的に取り込み 

 規格にあっていることを示して 
  説明や証明を容易に 
 自らの「強み」を規格化して 
  アピールに活用 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



新たなＪＡＳ制度のポイント 

○ これまでのJASは、①全国的に出回る食品・農林水産品の品質や仕様を対象に、②国が主導し、国内業
界全体のコンセンサスを得て規格を定めてきたところ 

○ これからのJASは、ビジネスにおいて戦略的に制定・活用し得るよう、①特定の事業者・地域のモノやサービ
スなども対象にするとともに、②民間提案に応じ弾力的な手続により規格を定めていく枠組へ転換 
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【これまでのＪＡＳ】 【 新たなＪＡＳ 】 

○品質・仕様の平準化 
   （粗悪品の排除） 

○国内市場 

○Ｂ to Ｃ ＋ B  to  B 

○全国 

○品質・仕様 

○生産・製造業者 
 

〇品質管理担当者 

○役所主導 

国内市場＋海外市場も視野、国際化も指向 

Ｂ to Ｃ ＋ Ｂ to B 
全国＋特定の地域、特定の事業者 

品質・仕様＋プロセス、サービス、マネジメント、こだわり、ものがたり… 

生産・製造 
＋流通、物流、資材、試験研究ほか、フードチェーンに関わる方々 

品質管理＋商品開発、営業、マーケティングの担当者、経営者 

民間主導（民間からの提案を規格化） 

品質・仕様の平準化、 
＋取引の効率化・円滑化、事業者や地域の差別化・ブランド化 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。



   
  ２ 今後のJAS規格・認証の展開方向 



  強みのアピールにつながる多様なＪＡＳ規格の制定 

○ 新たなJASでは、強みのアピールにつながる多様な規格を戦略的に制定・活用し得るよう、モノの品質だけでなく、
モノの生産方法、試験方法、事業者による取扱方法など、多様な規格を制定可能。 

伝統製法の
抹茶 

通常の茶葉
の粉末茶 

「本物」を 
類似品と差別化 

 例えば、伝統的な抹茶をアピール
するため、我が国では一般的な製法
を規格化 

  

 例えば、鮮度をアピールするため、定
温保管・輸送方式を規格化。能力を有
する事業者を認証 

適切な保管・輸送方式 

○ ○ い ち ご ○ ○ い ち ご 

認証事業者が扱うので「新鮮」と 
アピール可能に 

Fresh！ 

モノの生産方法の規格 
  一般的な方法により生産される産品の
基準 

事業者による取扱方法の規格 
  一定の方法により生産、保管・輸送、販
売等を行う事業者の基準 

モノに関する試験方法の規格 
  特定の成分などの測定、分析方法を公
定化するもの 

 

モノの品質の規格 
  一定の原材料、成分等を満たす産品
の基準 
  例えば、ビーガン向け
に、動物性原料を含
まないことを規格化 

 

生鮮品など品質が変化するもの、ノウハウなどのオープンにできない
秘伝や営業秘密が絡むものにも規格を活用したアピールの途。 

高野豆腐 

  

寒締めほうれんそう 

低    機能性成分    高 

統一的な測定方法 

自らの産品や技術の優位性を 
根拠を示してアピール 

例えば、機能性成分を多く含むことを
アピールするため、成分の統一的な
測定方法を規格化。 

 客観的に 
比較可能！ 

ほうれんそう  



対象 内容（例） JASマーク 

産品 

品質・仕様 特定の原材料、成分等の農林水産品・食品の規格 
産品に 
表示可 生産プロセス 

流通プロセス 
特定の栽培法・製法で生産された農林水産品・食
品の規格 など 

事業者 

産品の 
取扱方法 

事業者による特定の栽培管理や飼養管理、品質・
衛生管理、保管・輸送管理、販売管理、料理の調
理や提供方法の規格 など 
官能評価員など、技量・力量に関する規格 など 

事業者の広
告に表示可 

経営管理 
方法 

事業者による労務管理、社会貢献に関する規格 な
ど 

⑤試験方法 成分の測定方法・DNA分析方法の規格 など 試験証明書
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証明書 
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規格化が 
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 ・ 農林水産省食料産
業局JAS室 

 ・ (独)農林水産消費
安全技術センター 
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場合もあり得る  規格原案の作成に向け、予算措置の活用も可能 
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廃案 廃案 

廃案 

廃案 

【JAS規格の制定・見直しの基準】 
①社会・経済の基礎・基盤としての機能、業全体の競争力の強化、新
市場の創出などの公益性がある 

②規定内容が十分であり、規定水準が妥当である 
③利害関係者との意見調整が十分行われている 
④関係する知的財産所有者がいる場合、その者との調整が行われている 
⑤農林水産政策の目的に適合している 
などを満たす場合に、JAS規格として制定。 

①当該産品・技術の国際的なポジション（日本独自・先
行か後発か）や規格化の目的（平準化か差別化か
など）に応じた有意な内容・水準に設定され、かつ、 

②「JAS規格の制定・見直しの基準」 (※)を満たす蓋然
性が高い場合に、 

規格化に向けたプロジェクトチームの立上げをサポート 



今後のＪＡＳ規格・認証のあり方イメージ 

○ 今後のJASについては、その認証取得が海外市場も含め訴求力の高いものとなるよう、平準化のツールとしてだけではなく、差
別化のツールとしても活用。具体的な基準は、平準化か差別化かといった規格の目的に応じ、有意な内容・水準に設定し、
維持管理。 

○ 既存のJAS規格についても、こうした方向に即して見直し。 

産品・技術の 
国際的な 
ポジション 

JAS規格化の目的・効果 定めるJAS規格の 
内容・水準 備考 

海外への訴求力 

日本独自 
日本先行 

差別化 ◎ 
① 性能評価方法 ✔ 機能性成分の試験方法 

②相当程度明確な特色があるものとして、特
定のもののみが実現可能な内容・水準 

平準化 ○～◎ 
③ 商品・事業者一般が満たすべき標準的な内
容・水準 

※③未満の内容・水準では制定しない 
✔ 災害食 
✔ 事業者向け品質JAS規格 

日本後発 
差別化 ○～◎ ④ 相当程度明確な特色があるものとして、特

定のもののみが実現可能な内容・水準 

平準化 △～○ ⑤ 国際的に平均的な内容・水準 
※⑤未満の内容・水準では制定しない ✔ 木質ペレット 

当該産品・技術の国際的なポジションと規格化の目的に応じて有意な内容・水準（①～⑤）に設定。 
JAS法の目的に適い、業全体の競争力の強化、社会経済への波及等の公益性が認められる場合にJAS規格として制定。 

 定める規格の内容・水準は、一般的に、性能評価方法規格よりも製品規格の方が、製品へのマーク表示が可能なため訴求力は高くなる一方、技術流出のリスクが高
いほか、規格化に向けた関係者の調整が難航する可能性大。 
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ＪＡＳ規格・認証の国際化戦略イメージ 

○ JAS規格・認証の国際化に当たっては、その目的によって費用対効果の高い枠組み・方法を選択することが重要。 
○ 当該モノ・技術について共通の「モノサシ」を作り自らの優位性を発揮したい場合や、当該モノ・技術を一般化し市場全体を
拡大したい場合には、国際規格の制定を指向。この場合、製品規格にあっては、地域性が大きい、代替性が高く互換性の問
題が小さいという農林水産品・食品の特性を踏まえれば、生産・流通がグローバルに行われるものでなければ馴染みにくい。 

○ 日本の独自性を強調したい場合には、他国との調整が必須となる国際規格の制定よりも、JASそのもののプレゼンスを高め
JAS認証を活用。ただし、性能評価方法にあっては、国際規格を制定し共通の「モノサシ」とすることが有効。 

影響力 

ユニバーサル（平準化） 日本独自（差別化） 

Ｃｏｄｅｘ 

ＩＳＯ 

ＪＡＳ 
   ✔伝統的・本格的な抹茶（例）  

JAS認証の露出強化 
認証機関の権威向上 

規格・認証の目的と活用
すべき枠組の関係イメージ 

当面 
アジアを重視 

✔ 機能性成分の試験方法 
✔ 災害食 

プレゼンス向上を図る 

（✔ 乳酸菌飲料） 
日本独自の価値・ルールを普及・浸透 

【 日本ブランド 】 
 日本のモノ・技術の独自性をアピールしたい
場合 

 他国から干渉されたくない場合 

世界共通の価値・ルールを具現化 
 当該モノ・技術について国際的な共通の「モノサシ」を作り、自らの
優位性を発揮したい場合（性能評価方法など） 

 当該モノ・技術を国際的に一般化し市場全体を拡大したい場合
（生産・流通がグローバルに行われるもの） 
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